
〝
笑
顔
に
な
れ
る
〟ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
多
数

農
泊
な
ど
豊
富
な
教
旅
用
素
材

広
い
客
室
、充
実
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
用
施
設

どんなことでも協力
思い出づくりのために

ＨＰのＱＲコード

密
を
回
避
し「
安
心
」提
供

東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
館

那
須
と
り
っ
く

あ
ー
と
ぴ
あ「
光
と
ア
ー
ト
の
世
界
」を
体
験

アートを体験、
遊びながら学ぶ
トリックアート美術館

　
日
本
発
祥
の
参
加
・
体
験
型
ア
ー
ト「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
」。平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
角
度
に
よ
り
違
う

雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す
る
不
思
議
な
ア
ー
ト
だ
。

栃
木
・
那
須
高
原
と
東
京
・
お
台
場
に
あ
る
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
常
設
館
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
だ
け
で

な
く
、
写
真
に
撮
っ
た
り
、
錯
覚
を
感
じ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
。
思
い
出
づ
く
り
と
と
も
に
、

芸
術
性
を
学
び
、発
想
力
を
養
え
る
体
験
・
見
学
地
と
、

中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

家のエリア「パパのアトリエ」

海のエリア「ランタンファンタジー」

　
「
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
」
は
、
国
内
最
大
の
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
だ
。
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
館
」
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？
館
」
「
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
館
」
の
三
つ
の
施
設

で
構
成
。
さ
ら
に
敷
地
内
の

体
験
館
「
那
須
ホ
ワ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
」
で
は
、
ア
ー
ト
の

制
作
体
験
が
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
し
て
い
る
。

　
３
月

日
に
は
「
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
館
」
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
大
人
女
子
が
子
供

の
頃
に
憧
れ
て
い
た
空
想
の

世
界
」。お
と
ぎ
話
の
世
界
を

絵
画
で
創
り
出
し
、
光
の
演

出
に
よ
っ
て
、
見
る
人
に
幻

想
的
な
空
間
を
体
験
し
て
も

ら
う
新
し
い
取
り
組
み
だ
。

　
物
語
の
メ
イ
ン
と
な
る
二

つ
の
エ
リ
ア
が
新
た
に
誕
生

し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

「
海
の
エ
リ
ア
」
で
は
、
ラ

ン
タ
ン
が
星
に
変
わ
っ
て
空

に
流
れ
て
い
っ
た
り
、
星
を

集
め
る
船
を
の
ぞ
く
と
ト
リ

ッ
ク
を
楽
し
め
た
り
、
不
思

議
な
世
界
を
体
験
で
き
る
。

観
覧
者
は
夕
焼
け
の
海
が
広

が
る
部
屋
を
自
由
に
歩
き
、

気
に
入
っ
た
場
所
で
写
真
撮

影
を
し
た
り
、
絵
画
に
隠
さ

れ
た
い
た
ず
ら
を
探
し
て
遊

ん
だ
り
と
二
重
の
面
白
さ
を

体
験
で
き
る
。
美
し
い
ア
ー

ト
の
世
界
を
満
喫
し
た
い
。

　
も
う
一
つ
の
「
家
の
エ
リ

ア
」
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
扉

の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
エ
リ

ア
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
パ

パ
の
ア
ト
リ
エ
」
は
、
観
覧

者
が
白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向

か
っ
て
専
用
の
Ｕ
Ｖ
ラ
イ
ト

を
当
て
る
と
鮮
や
か
な
色
が

浮
か
び
上
が
り
、
ま
る
で
キ

ャ
ン
パ
ス
に
落
書
き
を
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
、
子
供
の

こ
ろ
は
怒
ら
れ
た
か
も
し
れ

な
い
体
験
を
思
う
存
分
で
き

る
。

　
こ
の
ほ
か
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？
館
は
、
魔
法
の
世

界
を
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
再

現
し
た
館
。
立
つ
位
置
に
よ

り
体
験
者
２
人
の
体
の
大
き

さ
が
変
わ
る
「
エ
イ
ム
ズ
の

部
屋
」
が
有
名
だ
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
は
、

イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
の
三

大
巨
匠
の
名
作
を
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
で
再
現
。
「
最
後
の

晩
餐

ば
ん
さ
ん

」や「
ア
テ
ネ
の
学
堂
」

「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
」

が
見
る
人
を
圧
倒
す
る
。

　
▽
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町

高
久
甲
５
７
６
０
。
☎
０
２

８
７
（
６
２
）
８
３
８
８
。

不
定
休
で
、
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で
営
業
（
８

月
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
半
ま
で
）
。
入
場
料
３
館

共
通
大
人
２
８
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
９
０
０
円
。

Ａ
Ｒ
対
応
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
」

　
「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー

マ
に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
多
く
の

人
気
作
品
を
展
示
す
る
体
験

型
の
美
術
館
だ
。
都
内
屈
指

の
人
気
エ
リ
ア
お
台
場
の
複

合
施
設
に
展
開
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
館
内
や
隣
接
の
商
業

施
設
は
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
ほ
か
、
海
浜
公
園
を

見
渡
す
開
放
的
な
デ
ッ
キ
が

あ
り
、
密
を
回
避
で
き
る
。

　
館
内
に
入
り
、
ま
ず
目
に

す
る
の
は「
江
戸
エ
リ
ア
」。

「
華
や
か
な
江
戸
の
彩
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
色
彩
豊
か

で
親
し
み
や
す
い
モ
チ
ー
フ

の
、
和
風
の
作
品
を
数
多
く

展
示
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
跳
び
出
す
鳥
獣

戯
画
」
は
、
国
宝
・
鳥
獣
人

物
画
に
描
か
れ
た
カ
エ
ル
や

ウ
サ
ギ
が
立
体
的
に
跳
び
出

す
様
子
を
表
現
。
鑑
賞
者
は

驚
い
て
捕
ま
え
よ
う
と
し
た

り
、
一
緒
に
走
り
出
し
た
り

す
る
な
ど
、
現
実
と
絵
が
一

体
に
な
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
写

真
が
撮
れ
る
。

　
次
の
「
愉
快
な
忍
者
と
お

化
け
エ
リ
ア
」
で
は
、
忍
者

や
お
化
け
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
が
来
場
者
を
出
迎
え
る
。

隠
し
扉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト

リ
ッ
ク
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い

て
楽
し
い
。

　
隠
し
扉
を
抜
け
た
先
は

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
名
作
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
。
過
去
の
名
作

か
ら
最
新
作
ま
で
、
多
く
の

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
〝
仕
掛

け
〟
が
楽
し
い
「
リ
ア
ル
謎

解
き
ゲ
ー
ム
」
（
別
途
料
金

が
必
要
）
も
開
催
中
。
館
内

で
展
開
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ

ー
、
み
ん
な
で
謎
を
解
い
て

い
く
経
験
は
、
不
思
議
な
体

験
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
の

で
、
お
勧
め
し
た
い
。

　
▽
東
京
都
港
区
台
場
１
の

６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス
東
京
ビ

ー
チ
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
４

階
。
☎
０
３
（
３
５
９
９
）

５
１
９
１
。
不
定
休
で
、
午

前

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

営
業
。
入
場
料
大
人
千
円
、

中
学
生
以
下
７
０
０
円
。
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城
島
高
原
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
大
分
県
別
府
市
）は
、半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
地
元
九
州
や
愛
媛
県
、山
口
県
を
は
じ
め
、全
国
の
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
支
援
学
校
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
、観
光
施
設
と
し
て

は
全
国
有
数
の
受
け
入
れ
実
績
を
誇
る
。城
島
高
原
パ
ー
ク
で
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
体
験
、城
島
高
原
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
に
加
え
、近
年
は
地
元
の
研

究
会
と
連
携
し
て
農
泊
体
験
の
提
供
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。近
隣
の
観

光
関
連
施
設
も
含
め
、城
島
高
原
に
は「
遊
び
」「
探
究
学
習
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学

習
」を
幅
広
く
網
羅
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
そ
ろ
う
。教
育
旅
行
受
け
入
れ
施

設
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
、西
日
本
エ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
東

日
本
エ
リ
ア
に
も
発
信
す
べ
く
、同
社
・
後
藤
康
男
社
長
や
同
ホ
テ
ル
・
相

部
満
昭
支
配
人
に
話
を
聞
き
、そ
の
魅
力
や
可
能
性
を
紹
介
す
る
。

ジュピターは日本を代表する人気コー
スターだ

要望に応じた柔軟な食事提供が可能

城島高原ホテルの外観

客室（例）。ゆったりとした造りで、班や
グループごとの部屋割りもしやすい

大
宴
会
場
「
風
雅
の
間
」
は

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
最
適
な
大
ホ
ー
ル

農
泊
体
験
で
の
ワ
ン
シ
ー
ン

　「
遊
園
地
に
ホ
テ
ル
が
隣

接
し
、昼
食
も
大
人
数
対
応

が
可
能
。農
泊
連
携
、猪
の
瀬

戸
湿
原
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、宇
佐
の
平
和
資

料
館
な
ど
で『
体
験
』

『
探
究
』『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

の
各
学
習
を
提
供
で

き
、ア
フ
リ
カ
ン
サ

フ
ァ
リ
、水
族
館『
う

み
た
ま
ご
』（
大
分

市
）な
ど
の
観
光
施

設
も
ほ
ど
近
い
。充
実
し
た

教
育
旅
行
を
提
供
す
る
自
信

が
あ
る
」と
後
藤
社
長
。「
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
パ
ー
ク

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
チ
ー
ム
の
日

常
作
業
、点
検
業
務
の
視
察

な
ど
職
業
体
験
的
な

協
力
も
で
き
る
」と
、

生
徒
・
学
生
た
ち
の

思
い
出
作
り
に
尽
力

す
る
。地
元
の
大
学

で
観
光
開
発
の
講
義

を
受
け
持
つ
後
藤
社

長
自
ら
、生
徒
・
学
生

を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス

講
義
を
開
く
こ
と
も
大
歓
迎

だ
。「
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
見

た
い
！
」の
精
神
は
、同
社
施

設
を
教
育
旅
行
で
利
用
す
る

多
く
の
学
校
に
届
き
、後
藤

社
長
の
教
育
旅
行
へ
の
熱
意

の
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
へ
の
教
育
旅
行
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９

７
７
（
２
２
）
１
１
６
５
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://ww

w.kijimakogen-park.jp/grou
ptrip/

）
。
同
Ｈ
Ｐ
で
は
、

教
育
旅
行
に
つ
い
て
の
詳
し

い
資
料
な
ど
を
見
ら
れ
る
。

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公

園
、
由
布
岳
の
南
麓
に
広
が

る
な
だ
ら
か
な
高
原
地
帯
の

一
角
、
別
府
市
内
の
温
泉
街

の
に
ぎ
わ
い
か
ら
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
城
島
高
原
の
各

施
設
は
位
置
し
て
い
る
。

　
城
島
高
原
パ
ー
ク
は
日
本

初
の
木
製
コ
ー
ス
タ
ー
「
ジ

ュ
ピ
タ
ー
」
を
は
じ
め
、
今

春
に
新
設
し
た
最
新
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
駆
使
し
た
屋
内
型

の
新
コ
ン
テ
ン
ツ
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
　
Ｎ
Ｇ
Ａ
　

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
ま
で
、

を
超

え
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
有

す
る
。
「
園
内
を
と
こ
ろ
狭

し
と
移
動
し
、
笑
顔
で
各
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
表

情
を
見
る
と
本
当
に
う
れ
し

く
な
る
」
と
後
藤
社
長
。

「
『
全
生
徒
が
一
定
時
間
園

内
に
い
て
く
れ
る
環
境
は
、

引
率
す
る
側
と
し
て
も
安
堵

あ
ん
ど

で
き
る
』と
の
お
声
を
頂
く
」

と
の
言
葉
通
り
、
生
徒
の
行

動
を
把
握
す
る
観
点
か
ら
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

パ
ー
ク
内
で
食
事
を
と
る
際

に
は
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

や
焼
肉
バ
イ
キ
ン
グ
、
食
事

券
利
用
な
ど
、
学
校
ご
と
の

要
望
に
応
じ
た
食
事
提
供
も

可
能
だ
。

　
城
島
高
原
ホ
テ
ル
は
高
層

階
の
な
い
４
階
建
て
。
眼
前

に
国
立
公
園
の
雄
大
な
自
然

が
広
が
る
緑
豊
か
な
環
境
が

特
徴
的
。受
け
入
れ
は
１
校

１
館
を
原
則
と
し
、客
室
棟

は
２
棟
に
分
か
れ
、男
女
別

の
部
屋
割
り
な
ど
の
際
に
も

勝
手
が
良
い
。大
浴
場
は
天

然
温
泉「
大
地
の
湯
」で
、男

湯
は
檜ひ

の
き

造
り
の
和
風
風
呂
、

女
湯
は
大
理
石
造
り
洋
風
風

呂
を
備
え
る
。男
女
と
も
最

大

人
ま
で
収
容
可
能
だ
。

食
事
提
供
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
料

理
、セ
ッ
ト
料
理
か
ら
選
択

可
。地
元
大
分
の
郷
土
料
理

な
ど
、地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
し
た
料
理
も
用
意
し
て
い

る
。館
内
で
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
用
に
利
用
で
き
る

ホ
ー
ル（
収
容
人
員
３
０
０

人
）を
２
カ
所
有
し
、パ
ー
ク

内
の
ホ
ー
ル
も
利
用
で
き
る

な
ど
、ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
も

充
実
し
て
い
る
。相
部
支
配

人
は「
程
よ
い
緊
張
感
を
持

っ
て
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
を
仲
間
と
過

ご
す
経
験
は
、家
族
で
過
ご

す
も
の
と
は
異
な
る
意
味
を

持
つ
。自
然
を
感
じ
る
空
間

で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
」と
思
い
を
語
る
。

　
近
年
は
大
分
県
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
（
宇
佐

市
）と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

農
泊
を
推
進
し
て
い
る
。
県

内
の
１
０
０
を
超
え
る

農
泊
受
け
入
れ
家
庭
の

協
力
の
も
と
、
農
作
業

体
験
や
料
理
体
験
な
ど

を
整
備
し
、
地
元
の
自

然
や
農
業
に
触
れ
る
プ

ラ
ン
を
造
成
し
て
い

る
。
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
に
属
す
る
「
猪

の
瀬
戸
湿
原
」
で
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
宇
佐
市

内
の
平
和
資
料
館
や
軍

用
機
離
着
陸
地「
掩
体
壕

え
ん
た
い
ご
う

」、

自
然
動
物
公
園「
ア
フ
リ
カ

ン
サ
フ
ァ
リ
」の
ほ
か
、大
分

県
内
の
留
学
生
と
の「
異
文

化
交
流
研
修
」な
ど
、教
育
旅

行
の
コ
ー
ス
に
組
み
込
め
る
施
設
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
周
辺

一
帯
に
存
在
し
て
い
る
。


